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健
康
・
福
祉

多古中央病院から

【
溺
水
～
子
ど
も
の
水
遊
び
に
ご
用
心
～
】

　

子
ど
も
は
溺
れ
そ
う
に
な
る
と
、
本
能
的
に
体
が
硬

直
し
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
い
ま
ま
、

声
も
出
さ
ず
に
沈
ん
で
し
ま
い
ま
す
（「
本
能
的
溺
水

反
応
」
と
い
い
ま
す
）。

　

川
や
海
へ
遊
び
に
行
く
と
き
に
は
、お
子
さ
ん
に「
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
」
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
必
ず
し

も
上
手
に
泳
ぐ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
「
水
に
浮

く
」
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
溺
水
は
夏
場
だ
け
の
事
故
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

0
～
1
歳
で
は
入
浴
中
の
溺
水
事
故
が
最
も
多
く
、
約

7
割
は
大
人
が
ほ
ん
の
少
し
目
を
離
し
た
隙
に
発
生
し

て
お
り
、
わ
ず
か
10
㎝
の
水
深
で
も
事
故
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
浮
き
輪
を
使
用
し
て
い
て
も
油
断
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
水
遊
び
が
大
好
き
で
す
。
入
浴

後
は
浴
槽
の
水
を
抜
き
、
子
ど
も
だ
け
で
浴
室
に
入
れ

な
い
よ
う
に
ロ
ッ
ク
を
か
け
る
な
ど
、
事
故
が
起
こ
ら

な
い
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
水
回
り
で
は
絶
対
に
子
ど

も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
故
に
気
を
付
け
、
楽
し
い

夏
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
事
故
に
ご
注
意
を
！

文
／
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戸
原
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（
現
・
東
京
女
子
医
科
大
学
八
千
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医
療
セ
ン
タ
ー
）

　

今
年
の
夏
は
、
感
染
対
策
を
し
て
お
出
か
け
を
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
出
か
け
の
際
、
注
意
が
必
要
な
こ
と
に
「
不
慮
の
事

故
」
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
子
ど
も
の
死
因
の
上
位
に
は
、
交
通

事
故
や
溺で
き

水す
い

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
事
故
で
す
。

【
交
通
事
故
～
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は

�
何
歳
ま
で
使
う
の
？
～
】

　

２
０
０
０
年
の
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
6
歳

未
満
の
子
ど
も
を
自
動
車
に
乗
せ
る
場
合
は
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
使
用
が
「
義
務
」
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

使
用
率
の
全
国
平
均
は
約
7
割
と
、
伸
び
悩
ん
で
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　
「
嫌
が
っ
て
ぐ
ず
っ
て
い
る
し
、
家
ま
で
あ
と
も
う

少
し
だ
か
ら
、
抱
っ
こ
で
い
い
か
…
」
は
危
険
で
す
！

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
正
し
く
使
用
さ
れ
ず
、
未
使
用

時
や
抱
っ
こ
中
の
死
亡
事
故
が
絶
え
ま
せ
ん
。
少
し
の

距
離
で
も
油
断
せ
ず
、
必
ず
着
用
し
て
か
ら
出
発
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
6
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
大
人
用
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
使
え
ば
安
全
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
自
動
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
身
長
１
４
０
㎝
か
ら

と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
体
が
小
さ
い
う
ち
は
適
切
に
機

能
せ
ず
、
む
し
ろ
被
害
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
小
学
1
年
生
の
平
均
身
長
は
お
よ
そ
１
１
７
㎝
、

小
学
5
年
生
で
は
１
４
０
㎝
で
あ
り
、
体
格
に
よ
っ
て

は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

妊
娠
中
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
母
体
や
胎
児
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
病
院
便
り
】

　

多
古
中
央
病
院
の
受
付
時
間
は
午
前
11
時
30
分
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
、
医
師
も
検
査
や
手

術
な
ど
で
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
受
診
前

に
、
必
ず
確
認
の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

中
央
病
院　

☎（
76
）2
2
1
1

健康・福祉

お問合せ●地域包括支援センター　☎70-6111

　多古町では、住民の方が主体となって行われる介護予防活動「地区サロン」があります。地域の集会所な
どを会場とし、介護予防体操やレクリエーションなどを行いながら、参加者同士でいきいきと楽しい時間
を過ごしています。
　地区サロンの担い手、自分自身の健康づくり、そして家族や知人へ介護予防の知識を伝える応援者とし
て、あなたも“介護予防サポーター”として活動してみませんか？
　この介護予防サポーター養成講座では、介護予防の基礎知識、高齢者の特徴を踏まえた安全で効果的な
運動などを学びます。ぜひ、ご参加ください。
日にち●9月 14日（水）・28日（水）、10月 11日（火）・26日（水）、11月 9日（水）
　　　　※5回で 1コースの講座となります。すべての回にご参加ください。
時　間●午前9時 30分～ 11時 30分
会　場●保健福祉センター
申込み●�受講をご希望の方は、8月 31日（水）までに下記連絡先までお申し込みください。
　　　　講座の詳細は、後日郵送します。

地域で介護予防活動しませんか？
介護予防サポーター養成講座を開催します！

健康・福祉

健
康
・
福
祉

80歳になっても20本以上自分の歯を保とう！
　自分の歯で噛むことは、健康長寿の第一歩です。歯が多く残るほど、食べ物がおいしく感じられ、虫歯や�
歯周病の予防、免疫力向上、脳の活性化など、体の状態が健康になるといったメリットがあるといわれています。
　また歯周病は、糖尿病をはじめ、全身の病気と関係があります。
　健康な歯を維持し、歯周病にならないために、この機会に歯周病検診を受けましょう！
　町では毎年、対象の年齢の方に歯周病検診を実施しています。

１．対 象 者　多古町に住所のある、35歳、40歳、50歳、60歳、70歳、80歳の方
　　　　　　　（今年度該当する年齢に到達される方が対象）
２．実施方法　契約歯科医院での歯科検診・歯周病検診・歯科指導
３．申込方法　7月中旬に通知を送付しました。通知をご確認の上、電話でお申し込みください。

今年度、歯周病検診を受検された80歳の方の中で、20本以上自分の歯のある方に記念品を贈呈します。
対象者●昭和17年 4月 2日～昭和18年 4月 1日生まれの方
　　　　対象の方には、歯周病検診のお知らせを7月中旬に送付しました。

４．検診期間　8月 1日（月）～令和5年１月末
５．検診費用　無料（自己負担はありません）
６．必要なもの　歯周病検診受診票（お申し込み後に送付）
　　　　　　　　健康保険証もしくは身分証明書（本人・住所確認のため）
７．契約歯科医院（香取匝瑳歯科医師会に加入している歯科医院）　※五十音順
　　①いむら歯科クリニック（匝瑳市）　②渋谷歯科クリニック（匝瑳市）　③多古歯科クリニック　
　　④平山歯科医院

申込・お問合せ●保健福祉課健康づくり係　☎76-3185

―�8020（はちまるにいまる）運動推進のまち 多古町�―

歯周病検診
（無料）

保健福祉課
健康づくり係へ
電話申し込み

受診票郵送
契約歯科医院に
電話で予約

受診票に
必要事項を記入し
歯科医院で受診

➡ ➡ ➡

空き家バンクに登録してみませんか
　町内の空き家の利活用を図るため、「多古町

空き家バンク」を開設しています。

　空き家は年数が経過すると、防災や防犯上の

危険、景観や環境悪化を招く原因となります。

　大切な資産を有効活用してみませんか。

　空き家を「売りたい・

貸したい」または「買いた

い・借りたい」方は、ぜひ、

ご登録ください。

詳しくはこちら

申込・お問合せ●企画政策課地方創生推進係　☎76-5417


